
別紙（10－3）

番号

130,000

総合･実績･事業

当 初 予 算 （ 千 円 ）

政策評価調書（個別票１）

政策名

予
算
の
状
況

23年度

203,488

6-21

1,024,854

0

.

景観に優れた国土・観光地づくりを推進する

24年度概算要求額

163,718

0

860,408

22年度

執行額（千円）

繰 越 し 等 （ 千 円 ）

1,146,986

163,341

1,023,749

1,014,993

20年度

20,952,860

21年度

【政策ごとの予算額等】

達成すべき目標及び
目標の達成度合いの

測定方法

政策評価結果を受けて
改善すべき点

政策評価結果の予算概算要求等
への反映状況

20,662,255

△ 74,495

1,153,847
計（千円）

評価方式

業績指標は、目標達成に向けた成果を示していないが、引き続き景観法の基本理念等の普及啓発に取り組み、景観法の活用等を促進していくことで目標
達成が可能であると見込まれることから、引き続き施策を推進していく必要がある。

△ 290,605

0
補 正 予 算 （ 千 円 ）

達成すべき目標は「景観に優れた国土・観光地づくりを推進する」とする。
目標達成度合いは、政策チェックアップに業績指標として登録されている「景観法に基づく景観重要建造物及び景観重要樹木の指定件数」、「景観計画
に基づき取組を進める地域の数」、「歴史的風致の維持及び向上に取り組む市町村の数」の指標値を用いて測定する。

2,109,085

評価結果等を受けて「歴史的環境形成総合支援事業」及び「魅力的な都市空間創出に向けた景観施策のあり方検討調査」については廃止することとし、
地方の主体的取組を支援する方策として別途「歴史的風致維持向上推進等調査」を要求した。
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番号
（千円）

会計 組織／勘定

Ａ 1 一般会計 国土交通本省 △ 163,718

Ａ 2

Ａ 3

Ａ 4

Ｂ 1

Ｂ 2

Ｂ 3

Ｂ 4

Ｃ 1 ＜ ＞＜ ＞

Ｃ 2 ＜ ＞＜ ＞

Ｃ 3 ＜ ＞＜ ＞

Ｃ 4 ＜ ＞＜ ＞

Ｄ 1 ＜ ＞＜ ＞

Ｄ 2 ＜ ＞＜ ＞

Ｄ 3 ＜ ＞＜ ＞

Ｄ 4 ＜ ＞＜ ＞

政策評価調書（個別票2）

【政策に含まれる事項の整理】

景観に優れた国土・観光地づくりの推進に必要な経費

項

景観形成推進費

政策評価結果の反映に
よる見直し額合計

163,718

の内数

24年度
概算要求額

130,000

130,000
△ 163,718

対応表に
おいて●
となって
いるもの

小計

△ 163,718

政策名

の内数

予算額

合計

景観に優れた国土・観光地づくりを推進する 6-21

整理番号

予　算　科　目

対応表に
おいて◆
となって
いるもの

対応表に
おいて○
となって
いるもの

対応表に
おいて◇
となって
いるもの

小計

小計

の内数

の内数

163,718

の内数

の内数

の内数

23年度
当初予算額

163,718

事項

の内数

の内数

の内数

130,000
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【見直しの内訳・具体的な反映内容】

番号 6-21
（千円）

23年度
当初

予算額

24年度
概算要求額

増減

Ａ 1 156,000 △ 156,000 △ 156,000

Ａ 1 7,718 △ 7,718 △ 7,718

△ 163,718
合計

予算額

整理番号

政策評価結果等を踏まえ、魅力的な都市空間創出に向けた景観施策のあり方検
討調査については平成23年度を以て廃止し、予算要求を行わないこととした

魅力的な都市空間創出に向け
た景観施策のあり方検討調査

歴史的環境形成総合支援事業

政策評価結果の概算要求への反映内容

政策評価結果等を踏まえ、歴史的環境形成総合支援事業については平成23年度
を以て廃止し、予算要求を行わないこととした

政策評価調書（個別票3）

政策評価結果の反映に
よる見直し額(削減額)事務事業名

政策名 景観に優れた国土・観光地づくりを推進する



初期値 目標値

18年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

30件 30件 41件 112件 197件 482件 200件

－ － － － －

初期値 目標値

19年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 24年度

92団体 43団体 92団体 152団体 206団体 267団体 500団体

－ － － － －

初期値 目標

19年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 24年度

0団体 － 0団体 10団体 16団体 22団体 100団体

－ － － － －

20年度 21年度 22年度 23年度

20,953 1,025 860 164

0 203 0 0

124 415 489

21,077 1,643 1,350 164

2,190 1,147

415 489

18,472 7

※上記のほか、社会資本整備総合交付金（22年度：2,200,000百万円、23年度：1,753,870百万円の内数）がある。

学識経験を有する者の知
見の活用

国土交通省政策評価会を開催（平成23年７月７日）
【意見等】

担当部局名 都市局 作成責任者名
公園緑地・景観課

景観・歴史文化環境整備
室（室長　池田　亨）

政策評価実施時期 平成２３年９月

翌年度繰越額（百万円）

不用額（百万円）

施策の予算額・執行額等
【参考】

区分 24年度要求額

予算の
状況

（百万円）

当初予算（a）

補正予算（b）
(23年度は1次補正まで記載)

前年度繰越等（c）
(23年度への繰越は未記載)

合計（a＋b＋c）

執行額（百万円）

業績指標
(指標ごとに記載)

139　景観法に基づく景観重要
建造物及び景観重要樹木の指
定件数

実績値
評価

A-2
年度ごとの目標値

140　景観計画に基づき取組を
進める地域の数

実績値
評価

B-2
年度ごとの目標値

141　歴史的風致の維持及び
向上に取り組む市区町村の数

実績値
評価

B-2
年度ごとの目標値

施策目標の評価、達成
状況及び今後の方向性

施策目標の評価 「努力が必要である」

施策目標の達成状況
及び今後の方向性

　景観に優れた国土・観光地づくりの推進に向け、景観形成総合支援事業や歴史
的環境形成総合支援事業等の取組を実施し、各業績指標は増加しているが、全体
として努力が必要な状況にある。
　今後も、本政策をより広い地域において推進していくため、引き続き、地域のニー
ズを踏まえつつ各施策を推進していくとともに、行政だけでなく住民・事業者等と連
携した取組を推進するため、「景観法」の基本理念や「地域における歴史的風致の
維持及び向上に関する法律」の基本方針等の普及啓発に取り組む。

施策目標個票
（国土交通省22－㉒）

施策目標 景観に優れた国土・観光地づくりを推進する

施策目標の概要及び
達成すべき目標

良好な景観及び歴史資産は地域固有の資源であり、交流人口の拡大を生み、地域振興・活性化に繋がるものであ
ることから、その保全及び活用を中心とした取組の支援を行う。


